
令和7年度教育事業 国立大雪青少年交流の家　

【期日】 ～

【対象者】 子どもから大人までどなたでも

【参加人数／募集人数】 53 ／ 50

①練習会

②交流レク

③交流戦

２．プログラム内容

３．活動内容

大雪アルティメットキャンプ2025

2025/9/14 2025/9/15

１．趣旨

　アルティメット競技を通して，上川地区を中心とした地域間交流を行うとともに，大雪の

自然を生かし，自ら挑戦できる場の提供を行う。

　経験者と初心者にグループを分けて、講師からの指

導を受けながら練習を行なった。参加者同士のプレー

を見ながら学んだり、教えてもらったり、コミュニ

ケーションが生まれていた。また、上手に投げられた

時やキャッチできた時に「ナイス！」等の声が聞こえ

たり、拍手が聞こえたりしていた。

　夕食は、野外炊事を行い、美味しい食事を囲

みながら、親睦を深めた。夕食後にはキャンプ

ファイアーを行い、様々な地域から集まった参

加者同士の交流の場となった。

　初心者グループでは、前日の練習を活かして交流戦

を行い、得点があった際は、チーム関係なく喜びを分

かち合っていた。経験者グループでは、正確なパスや

ダイビングキャッチなど、多彩なプレーが見られ、観

戦者から歓声が上がっていた。
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４．アンケート結果

・事業実施１年目だったたが、上川管内を初め、北見市や札幌市など様々な地域から参加者が集ま

り、所期の目的であったアルティメット競技を通した地域間交流を達成することが出来た。また、

交流プログラムを取り入れたことで、参加者間の交流がより活発になった。

・講師の人数を多く依頼したことで、練習会を習熟度別にグループ分けをして行ったり、出来ない

子へマンツーマンで教えたり、充実した指導体制をとることが出来た。

・１日目夜に交流レクを行うことで、青少年教育施設で行う意義を見出すことが出来た。参加者か

らの声にも、「キャンプファイアーで知らない参加者と交流できた」や「あの星空は一生忘れませ

ん。子どもに見せることが出来て良かった」など、評価が高かった。

・アルティメットは、審判がいない競技であり、プレイヤーが相手と話し合いながら、ジャッジを

していく方式（セルフジャッジ方式）のため、自らの主張を言語化して相手に伝えるという挑戦

を、参加者が行っている場面が多く見られた。
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質問：事業全体に対しての満足度をお答えください。

５．参加者の声
・いつも交流しない人と交流して楽しかった。

・親子で参加できて楽しかったです。普段できない体験が出来て、他地域の方と交流もできて良かったです。

・大自然の中でたくさんの人とアルティメットが出来て、キャンプファイアーも楽しかったし、温泉にも入れ

てとってもいい時間でした。ありがとうございました。

・楽しかったし、交流をして仲も深められた。

・アルティメットだけでなく、キャンプファイアーなどの遊びも出来て楽しかった。

・初めてあった人もいたけど仲良くできて楽しかったです。

・今までやったことのないスポーツを体験出来て楽しい時間でした。丁寧に教えていただき助かりました。

・仲良くアルティメットをが出来て楽しかった。

・普段交流の無い年齢の方々と交流できてとても良い機会でした。

６．事業の成果

たいへん満足 やや満足 やや不満 たいへん不満

37 3 0


